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岡 山 大 学 長

森　 田 　　潔

日
本
の
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
は
、
今
後
五
十
年
間
の

う
ち
に
大
学
で
教
育
を
受
け
る
十
八
歳
人
口
が
半
減
す
る
と
い
う

状
況
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
現
政
権
が
閣
議
決
定
し

ま
し
た
「
日
本
再
興
戦
略
二
〇
一
三
」
に
お
け
る
教
育
改
革
、
そ

れ
を
も
と
に
文
部
科
学
省
の「
国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
」が
示
さ
れ
、

私
ど
も
大
学
に
対
す
る
改
革
要
請
は
否
応
な
し
に
進
め
ら
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
、
文
部
科
学
省
が
新
規
事
業
と

し
て
開
始
し
た
平
成
二
十
六
年
度
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
費
補
助

金
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
））
に
、

岡
山
大
学
の
申
請
事
業
「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
世
界
で
活

躍
で
き
る
「
実
践
人
」
を
育
成
す
る
！
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
で
す
が
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
国
際
競
争

力
の
向
上
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
大
学
と
の
交
流
・
連
携
を
実
現
、
加
速
す
る
た
め
の

人
事
・
教
務
シ
ス
テ
ム
の
改
革
や
、
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
力

育
成
の
た
め
の
体
制
強
化
な
ど
、
国
際
化
を
徹
底
し
て
進
め
る
大

学
を
重
点
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
平
成
二
十
六

年
度
か
ら
最
大
十
年
間
に
渡
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
本
誌
へ
寄
稿
の
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
岡
山

大
学
の
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
社
会
は
大
学
に
、
世
界
に
通
用
す
る
人
財
の
育

成
を
求
め
て
い
ま
す
。
岡
山
大
学
の
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
は
、
学
生
が
三

基
幹
力
／3

 p
o
w
ers

（
教
養
力
、語
学
力
、専
門
力
）
を
修
得
し
、

三
側
面
／3

 faces

（
異
分
野
、
異
社
会
、
異
文
化
）
の
経
験
を

持
て
る
よ
う
に
、
三
×
三
（
ス
リ
ー
・
バ
イ
・
ス
リ
ー
）
教
育
を

全
学
体
制
で
推
進
し
、
実
践
の
現
場
で
適
切
な
判
断
を
く
だ
す
こ
と

が
で
き
る
能
力
（
実
践
知
）
を
有
す
る
人
「
実
践
人
」
を
輩
出
し
、

我
が
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
牽
引
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

岡
山
大
学
の
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
け
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
き
な
教
育
改
革
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

大
き
な
柱
の
一
つ
に
六
十
分
授
業
、
四
学
期
（
ク
ォ
ー
タ
ー
）
制

の
導
入
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
全
学
部
に
導
入
い

た
し
ま
す
が
、
学
生
の
学
び
を
強
化
し
、
戦
後
一
貫
し
て
続
い
て

き
た
日
本
の
高
等
教
育
の
在
り
方
や
、
教
養
教
育
の
在
り
方
を
根

本
か
ら
問
い
た
だ
す
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
英
語
と

日
本
語
の
二
言
語
教
育
を
通
じ
、
先
進
科
学
分
野
、
国
際
連
携
分

野
な
ど
で
持
続
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
人

材
育
成
を
目
的
と
す
る
、
他
の
大
学
で
は
見
ら
れ
な
い
、
画
期
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
平
成
二
十
九
年
十
月

か
ら
学
生
受
入
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

こ
の
六
十
分
授
業
、四
学
期
（
ク
ォ
ー
タ
ー
）
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
岡
山
大
学
の
教
育
改
革
の

大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
大
学
に
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
一
日
で
、

六
百
二
十
八
名
の
外
国
人
留
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
半
数
以
上
の
三
百
四
十
三
名
が
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
数
値
目
標
で
は
、
十
年
度
の
外
国
人
留
学

生
を
二
千
人
に
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
す

べ
く
鋭
意
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
と
し
て
大
学
が
取
組
む
事
業
は
多

く
あ
り
ま
す
が
、
岡
山
大
学
が
こ
の
地
域
に
あ
っ
て
、
真
に
世
界

に
羽
ば
た
く
知
の
創
生
を
果
た
し
、
美
し
い
学
都
と
な
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
達
が
理
想
と
す
る
大
学
、

地
域
の
方
が
誇
り
と
思
う
よ
う
な
大
学
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
目
に
見
え
る
変
化
を
世
に
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
明
日
で
は
な
く
十
年
後
、
五
十
年
後
に
評
価
さ
れ
る

大
学
を
創
る
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
所
存
で
す
。

岡
山
大
学
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援

（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
）
の
取
組
み
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本
校
は
、
韓
国
に
交
流
校
を
二
校
持
っ
て

い
る
。
慶
尚
南
道
の
慶
南
外
国
語
高
校
と
金

海
外
国
語
高
校
で
あ
る
。
例
年
は
相
互
訪
問

交
流
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
、
韓

国
で
の
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（M

ERS

）
の

流
行
に
伴
い
、
両
校
と
の
相
互
訪
問
は
中
止

と
な
っ
た
。
六
・
七
月
の
韓
国
方
面
学
類
研

修
が
延
期
と
な
っ
た
時
点
で
は
、
十
月
に
日

程
変
更
が
で
き
な
い
か
と
調
整
を
試
み
た

が
、
こ
の
時
期
の
韓
国
は
、
大
学
修
学
能
力

試
験
（K

SA
T

）
の
直
前
で
あ
り
、
先
方
の

都
合
が
付
か
ず
訪
問
交
流
を
断
念
し
た
。
本

校
へ
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
、
七
月
の
時

点
でM

ERS

の
終
息
目
途
が
立
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
に
く
い
状
況
が
あ
り
、
先
方
と
協
議
の

上
、
本
年
度
に
限
り
中
止
と
し
た
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
慶
南
外
国
語

高
校
とSkype
に
よ
る
生
徒
交
流
を
行
っ

た
。
一
学
期
に
は
、
同
校
を
六
月
に
訪
問
予

定
で
あ
っ
た
二
年
次
国
際
教
養
学
類
ク
ラ
ス

の
生
徒
が
、
二
学
期
に
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
グ
ロ
ー
バ
ル
Ⅱ
の
課
題
研
究
班
が
参

加
し
、
現
地
で
日
本
語
を
学
習
す
る
二
年
生

と
、
両
国
の
文
化
や
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
質
問
し
合
っ
た
り
意
見

交
換
を
し
た
り
し
た
。
相
互
訪
問
が
叶
わ
な

い
状
況
の
中
で
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
有

意
義
な
交
流
と
な
っ
た
。

十
一
月
三
十
日（
月
）に
は
、JEN

ESY
S2.0

の
中
国
高
校
生
訪
日
研
修
団
を
受
け
入
れ
、

授
業
参
加
や
交
流
会
な
ど
を
行
っ
た
。
十
時

に
訪
問
団
到
着
後
、
三
限
目
の
時
間
帯
に
歓

迎
式
を
行
っ
た
。
本
校
校
長
と
訪
問
団
代
表

の
挨
拶
に
加
え
て
、
日
中
友
好
会
館
会
長
の

江
田
五
月
氏
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
四
限
目
は
、
書
道
の
授
業
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
。
本
校
二
年
次
の
書
道
選
択
生
徒

が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
中

国
高
校
生
一
人
ひ
と
り
を
本
校
一
年
次
生
が

Buddy

と
し
て
担
当
し
、
昼
食
を
共
に
し

た
。
五
限
目
の
授
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

Buddy

の
ク
ラ
ス
の
授
業
に
参
加
し
た
。
日

本
語
に
よ
る
授
業
が
大
部
分
で
あ
っ
た
が
、

日
本
の
普
通
科
高
校
の
授
業
の
雰
囲
気
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。
六
限
目
は
、
二
年
次
音
楽
学
類
ク
ラ

ス
の
音
楽
の
授
業
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
演

奏
会
や
、
ト
ー
ン
・
チ
ャ
イ
ム
を
用
い
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。

音
楽
交
流
は
言
語
使
用
を
必
要
と
し
な
い
の

で
、
中
国
高
校
生
も
か
な
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
七
限
目

は
、
前
述
の
一
年
次Buddy

生
徒
と
一
緒
に

交
流
会
を
開
い
た
。
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
意

見
交
換
と
異
文
化
交
流
を
行
い
、
最
後
は
訪

問
団
生
徒
に
よ
る
迫
力
満
点
の
太
極
拳
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
一
月
二
十
二
日
（
金
）
に
は
、
日

中
青
年
交
流
事
業
の
訪
問
団
を
受
け
入
れ

た
。
十
時
に
訪
問
団
到
着
後
、
簡
単
な
日
程

説
明
を
挟
ん
で
、
十
二
名
の
中
国
高
校
生
が

六
名
ず
つ
の
二
班
に
別
れ
、
二
年
次
国
際
教

養
学
類
の
英
語
の
授
業
に
参
加
し
て
も
ら
っ

た
。
各
ク
ラ
ス
で
は
、
六
班
の
少
人
数
グ

ル
ー
プ
に
入
っ
て
も
ら
い
、
日
中
両
国
の

岡山県立岡山城東高校の国際交流岡山県立岡山城東高校の国際交流

教　諭　大　西　幸之助教　諭　大　西　幸之助
岡山県立岡山城東高校

JENESYS2.0 訪問団との交流会
（訪問団の太極拳パフォーマンス披露）

日中青年交流事業訪問団　集合記念写真

日中青年交流事業訪問団との音楽交流
（音楽学類の生徒と）
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昨
年
度
、
本
校
は
文
部
科
学
省
か
ら

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）」
の
指
定
（
期
間
五
年
間
）
を
受

け
、「
ス
テ
ー
ジ
は
『
世
界
』
だ
！
」
～
異

力
を
統
合
す
る
城
東
シ
ス
テ
ム
の
開
発
～
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
主

体
的
・
協
力
的
な
実
践
力
を
備
え
た
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
課
題
研
究
」

「
学
類
で
の
専
門
性
」「
海
外
で
の
体
験
活

動
」
を
柱
と
し
た
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い

る
。

㈠ 

Ｓ
Ｇ
Ｈ
講
演
会

世
界
的
課
題
等
の
基
礎
知
識
を
得
る
た
め

に
、
一
年
間
で
五
回
の
講
演
会
を
一
年
次
生

対
象
（
二
回
目
は
二
年
次
生
と
合
同
）
に
実

施
し
た
。

㈡ 

課
題
研
究

主
体
的
に
考
え
る
態
度
や
チ
ー
ム
力
を
育

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
年
次
生
は
年
度

の
後
半
に
、
二
年
次
生
は
年
間
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ⅰ
」、「
Ｇ
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ⅱ
」
の
授
業
で
班
毎
に
課
題
研
究
に

取
り
組
ん
だ
。
ク
ラ
ス
内
や
グ
ル
ー
プ
内
で

の
発
表
、
さ
ら
に
は
二
月
の
課
題
研
究
発
表

会
で
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
た
。
来
校
し
て
生
徒
を
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
八
名
の
岡
山
大
学
の
先
生
方

と
、
毎
時
間
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
生
徒
を
指
導
し
て
く
れ
た
二
十
名
の

大
学
院
生
・
大
学
生
に
感
謝
し
た
い
。
ま

た
、「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ⅱ
」
の
授
業
で
は
四

人
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
英

語
で
課
題
研
究
を
す
る
班
を
支
え
て
く
れ

た
。「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ⅰ
」
の
年
度
前
半
に

は
、
ワ
ー
プ
ロ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
の
取
り
扱
い
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

の
情
報
収
集
に
つ
い
て
の
学
習
を
取
り
入
れ

た
。来

年
度
は
選
択
し
た
八
名
の
三
年
次
の
生

徒
が
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ⅲ
」
の
授
業
で
、
さ

ら
に
深
め
た
課
題
研
究
に
個
人
で
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。
二
年
間
の
課
題
研
究
や
、
海

外
文
化
体
験
研
修
・
学
類
研
修
（
海
外
）・

海
外
修
学
研
修
等
で
得
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

を
活
用
し
、
研
究
に
必
要
な
情
報
収
集
お
よ

び
協
力
者
を
確
保
し
、
探
究
型
学
習
を
深
め

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

知
識
や
経
験
は
、
大
学
入
試
や
大
学
で
の
勉

強
に
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
人
と
し
て
活
動
す

る
際
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

㈢ 

海
外
修
学
研
修

｢

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ⅱ｣

で
の
活
動
を
通
じ

て
選
考
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
を
欧
米
諸
国
へ
派

遣
し
、
学
習
の
成
果
を
も
と
に
海
外
の
大
学

や
高
校
、
国
際
機
関
等
で
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
海
外
修
学
研
修
を
実

施
す
る
。
昨
年
度
の
試
行
を
も
と
に
、
今
年

度
は
三
月
四
日
か
ら
の
九
日
間
で
十
名
を
イ

ギ
リ
ス
に
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。
二
月
現

在
の
研
修
予
定
場
所
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、Broxbourne 

School

（
高
校
）、IM

O

（
国
際
海
事
機
構
）

な
ど
で
あ
る
。

「
年
中
行
事
」
や
「
若
者
文
化
」
な
ど
与
え

ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
意
見
交
換
を
英

語
で
行
っ
た
。
お
互
い
に
上
手
く
伝
わ
ら
な

い
と
き
に
は
、
辞
書
や
ス
マ
ホ
を
活
用
し

て
、
何
と
か
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
た
。
順

序
が
前
後
し
た
が
、
四
限
の
時
間
帯
に
歓
迎

式
を
持
っ
た
後
、
昼
食
は
、
事
前
に
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
お
い
たBuddy

生
徒
と
一
緒
に

と
っ
て
も
ら
っ
た
。
五
限
目
は
、
二
年
次
音

楽
学
類
ク
ラ
ス
の
一
部
の
生
徒
と
音
楽
交
流

を
行
っ
た
。
演
奏
会
の
後
、
二
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
一
方
は
「
あ
ん
た
が
た
ど
こ

さ
」
を
他
方
は
「
ア
ル
プ
ス
一
万
尺
」
を
本

校
生
徒
の
指
導
の
下
、
振
り
付
き
で
練
習
し

て
も
ら
い
、
最
後
に
お
互
い
に
ス
テ
ー
ジ
発

表
を
し
合
っ
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
中

国
高
校
生
も
、
か
な
り
緊
張
が
と
れ
た
様
子

で
あ
っ
た
が
、
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
頃
に

は
、
も
う
お
別
れ
の
時
間
と
な
っ
た
。
短
時

間
で
は
あ
っ
た
が
、
双
方
に
と
っ
て
、
有
意

義
か
つ
心
の
温
ま
る
交
流
と
な
っ
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
う
。

JENESYS2.0 訪問団　集合記念写真

中国高校生訪日研修団［JENESYS 2.0］受け入れ日程
生徒 28 名（男 12 名，女 16 名） 中国側引率 3 名 日本側基金職員 2 名・通訳 1 名 計 34 名

11 月 30 日（月） 10：00 訪問団到着

行事 内 容

校長挨拶，訪日団長挨拶，記念品交換

３限 歓迎式 江田五月氏（日中友好会館会長）挨拶

城東高校より高校生活の紹介，城東高校より日程説明

国際課長による尺八紹介（虚鈴献笛）

４限 書道 中国生徒(28 名)と 2-4 生徒(書道選択者 8 名)が授業に参加。

昼休み 昼食 １年次の国際教養学類（＝ 5,7 限を一緒に受ける生徒）と一緒に

９班に分かれ，授業に参加

５限 授業体験 １組：物理基礎 ２組：ＧＬⅠ ３組：古文

４組：数Ⅰ ５組：英表Ⅰ ６組：古文

７組：現代文 ８組：生物基礎 ９組：社会と情報の予定

６限 音楽 ２年６組（音楽学類クラス）による演奏会・交流

１年次生の国際教養学類と交流

７限 交流会 訪問団生徒代表挨拶 ， 訪問団出し物 ， 班別座談会

16:00 出発 玄関前で記念撮影，見送り

「2015 岡山県日中青年交流事業」受け入れ日程
生徒 12 名（女 12 名） 中国側引率 3 名 岡山県日中教育交流協議会 2 名・通訳 1 名 計 18 名

2016 年 1 月 22 日（金） 10：00 訪問団到着

行事 内 容

10:00 城東高校より日程説明

３限 授業体験 ６名ずつの２班に分かれる（２年４組 コミュ英Ⅱ，２年５組 コミュ英Ⅱ J）

４限 歓迎式 校長挨拶，訪日団長挨拶，城東高校より高校生活の紹介，校内案内

昼休み 昼食 ２年次国際教養学類（2-4 と 2-5 のバディ生徒）と一緒に

５限 音楽 授業体験（音楽学類クラスの「合唱Ⅰ」選択生徒と）

14:00 出発 玄関前で記念撮影，見送り

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
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今
回
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

の
は
、
本
当
に
小
さ
な
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ

の
小
さ
な
き
っ
か
け
か
ら
四
泊
五
日
で
た
く
さ

ん
の
経
験
を
積
み
、
知
識
を
身
に
つ
け
、
交
流

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
私

の
人
生
の
中
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

一
日
目
～
四
日
目
の
朝
ま
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。
最
初
は
何
を
話

し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
黙
っ
て
し
ま

い
、
気
ま
ず
く
な
っ
て
し
ま
い
焦
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
ペ
ア
の
子
が
優
し
く
話

し
か
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で
二
日
目
か
ら
は
学

校
の
話
を
し
た
り
と
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
飯
も
「
何
が
好
き
？
」
と
聞
い
て

く
れ
て
、
美
味
し
い
料
理
を
た
く
さ
ん
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
最
後
の
夜
に
は
一
緒
に
お
や
つ

を
作
り
、
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
連
や
上
海
の
観
光
も
、
今
ま
で
私

が
思
い
描
い
て
い
た
中
国
と
は
全
く
別
物
で
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
特
に
上
海
雑
技
団

は
、
絶
対
に
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
演
目
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
魅

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
旅
順
の
二
百

三
高
地
で
は
、
中
国
の
時
社
会
で
習
っ
た
こ
と

を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
中
国
と
日
本
の
過
去
を
肌
で
感

じ
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
２
国
間
の
動
き
に
つ

い
て
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
気
に
か
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。

こ
の
四
泊
五
日
で
私
は
今
ま
で
の
人
生
で
一

番
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
年
生
は
私
一
人
で
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
達

が
と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
皆
で
集
ま
ろ
う
と
い
う
約
束
も

出
来
る
ほ
ど
仲
良
く
な
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
こ
の
四
泊
五
日
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
考
え
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が  ST

U
D

EN
T

  EX
CH

A
N

GE in  

大

連
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
友
達
の
一
言
で
し

た
。
去
年
言
っ
た
の
だ
と
教
え
て
く
れ
た
友
達

の
目
は
と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
一
瞬
で
行

き
た
く
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
将
来
外
国
の
人

に
対
し
て
の
日
本
語
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
て
実
際
海
外
に
出
て
そ
の
空
気
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
る
と
い
う
本
当
に
魅
力
的
な
も
の

で
し
た
。
英
語
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で

選
考
面
接
は
不
安
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
心
の
底
か
ら
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
そ

の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
の
か
、
選
考
さ
れ
た
時

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
中
国
を
訪
れ
て
目
で
見
て
耳
で
聞
き

肌
で
感
じ
た
五
日
間
で
や
は
り
一
番
の
思
い
出

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
三
日
間
で
し
た
。
日
本
人

一
人
に
対
し
て
一
家
族
と
い
う
こ
と
で
少
し
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
煜
琳
、
そ
し
て
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
。
み
ん
な
優
し
く
て
一
緒
に

ギ
ョ
ー
ザ
を
作
っ
た
こ
と
も
日
本
の
映
画
を
中

国
語
の
字
幕
で
観
た
こ
と
も
港
町
へ
出
か
け
た

こ
と
も
、
普
段
話
し
て
い
る
言
葉
も
生
活
様
式

も
食
べ
る
も
の
も
違
う
の
に
一
緒
に
笑
い
合
え

た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
も
ち
ろ

ん
も
つ
と
英
語
が
上
手
に
話
せ
て
、
中
国
語
が

も
っ
と
話
せ
て
い
た
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
話
が

出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
単
に
言
葉
の

壁
で
隔
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
美
味
し
い
と
笑
い
合
う
瞬

間
、
お
別
れ
の
時
に
あ
り
が
と
う
と
見
つ
め

あ
っ
た
瞬
間
、
私
は
改
め
て
そ
れ
を
実
感
し
ま

し
た
。

本
当
に
今
回
の
中
国
の
留
学
は
た
く
さ
ん
の

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
現
地
で
出

会
っ
た
人
も
一
緒
に
打
ち
合
わ
せ
か
ら
頑
張
っ

た
友
達
も
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
も
ど

の
人
に
も
感
謝
の
想
い
が
尽
き
ま
せ
ん
。
楽
し

く
て
幸
せ
で
貴
重
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
会
え
た
ら
い
い
な
っ

て
思
っ
て
い
ま
す
！

私
に
と
っ
て
今
回
が
は
じ
め
て
の
海
外
研
修

で
し
た
。
行
く
前
は
自
分
で
申
し
込
ん
だ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
中
国
の
負
の

イ
メ
ー
ジ
で
行
く
の
が
不
安
に
な
っ
た
時
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
足
を
運
ん
で
み
る

と
私
が
思
っ
て
い
た
の
と
は
全
く
違
う
景
色
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
高
い
ビ
ル
が
立
ち
並
ん

で
日
本
の
首
都
よ
り
都
会
で
し
た
。

初
日
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
の
面
会

が
あ
っ
た
。
会
う
前
の
緊
張
感
と
会
っ
て
か
ら

の
感
動
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
お

茶
を
通
し
て
お
互
い
の
文
化
を
教
え
合
っ
た

槙
　
尾
　
　
　
華

岡
山
操
山
高
等
学
校
１
年

口
ノ
町
　
佳
　
純

笠
岡
高
等
学
校
２
年

金
　
光
　
莉
　
奈

倉
敷
天
城
高
等
学
校
２
年

2015 STUDENT EXCHANGE in 大連2015 STUDENT EXCHANGE in 大連

大連研修感想（下）大連研修感想（下）
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り
、
最
終
日
の
夕
食
で
す
。

私
は
茶
道
部
に
所
属
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
何
か
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
考
え
た
結
果
、
普
段
や
っ
て
い

る
茶
道
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
英
語
で
お
手
前

や
抹
茶
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
実
際
に
お

茶
を
点
て
て
出
し
ま
し
た
。
和
菓
子
を
出
す
と

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
お
茶
の
点
て
方
ば
か
り
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
お
茶
の
飲
み
方
も
教
え
、
実
際

に
お
茶
を
点
て
て
も
ら
い
、
日
本
の
文
化
に
ふ

れ
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
。
紹
介
し

て
お
わ
っ
て
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ザ
ー
が
中
国
の
お
茶
を
飲
ま
せ
て
く
れ

て
、
い
ろ
ん
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
日

本
の
文
化
と
中
国
の
文
化
が
お
茶
を
通
し
て
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
た
瞬
間
で
し

た
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
後
の
夜
の
夕
食
は
外

食
だ
っ
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
そ
の
友
達

の
家
族
と
行
き
、
大
量
の
ご
ち
そ
う
を
食
べ

た
。
こ
れ
が
み
ん
な
で
囲
ん
で
食
べ
る
最
後
の

食
事
だ
と
思
う
と
、
と
て
も
さ
み
し
か
っ
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
本
当
に
親
切
に
し
て

も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
る
。

観
光
で
は
、
雑
技
団
が
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
日
本
の
サ
ー
カ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

が
低
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
す
ご
か
っ
た
。
ぜ
ひ

ま
た
見
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
自
分
で
人
間
関
係
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
異
文
化
を
受

け
止
め
る
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ
、
仲
間
と

協
力
し
合
い
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
、
伝
え

合
う
こ
と
の
大
き
な
力
を
学
び
、
そ
し
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
さ
ら

に
世
界
の
国
々
へ
の
興
味
を
深
め
、
国
際
的
な

こ
と
に
視
野
を
広
げ
て
生
き
た
い
と
思
う
。

中
国
と
い
う
国
を
自
分
の
目
で
見
て
み
た

い
！
と
思
い
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
て
、

中
国
研
修
か
ら
帰
っ
て
来
た
今
、
あ
の
頃
と
は

全
く
違
う
自
分
が
い
ま
す
。
中
国
と
い
う
世
界

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
に
行
っ
た
こ
と
で
視

野
が
広
が
り
、
自
分
の
可
能
性
を
と
て
も
広
げ

て
く
れ
た
の
で
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
中
国
に
行
っ
て
と
て
も
強

く
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分

の
目
で
見
て
実
感
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
思
う
理
由
は
、
日
本

で
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
中
国
に
つ
い
て
の
良

く
な
い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
り
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
中
国
の
方
は
親
切

に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
ま
で
の

私
は
、
正
直
中
国
に
つ
い
て
良
い
印
象
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
る
中
国

に
つ
い
て
の
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
を
実
際
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
訳
で
も
な
い
の
に
信
じ
て
い
て
変

な
先
入
観
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
で
す
が
、
実

施
に
中
国
に
行
き
、
人
と
ふ
れ
あ
っ
た
こ
と

で
、
今
ま
で
の
自
分
は
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
は
、

お
腹
は
空
い
て
な
い
か
、
暑
く
な
い
か
、
体
調

は
大
丈
夫
か
、
と
い
つ
も
気
を
遣
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
日
本
に
い
る
私
の
家
族
に
お
土
産
を

持
た
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
と
て
も

嬉
し
く
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
そ
し

て
中
国
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
五
日
間
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
に
は
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
人
が
い
る
ん
だ
、
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
建
物
が
あ
る
ん
だ
と
驚
き
と
発
見
の
く
り

返
し
で
し
た
。
そ
う
し
て
い
く
中
で
将
来
は
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
！

と
思
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

中
国
研
修
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
心

か
ら
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
研
修
を
通
し
て
更

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
力
を
高
め
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
大
連
研
修
で
は
多
く
の
こ
と
を
体
験

し
、
学
び
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
過
ご
し
た
時
間
で
し
た
。

大
連
研
修
の
資
料
を
請
求
し
て
送
ら
れ
て
き
た

も
の
を
見
た
と
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
一
日
と

あ
り
ま
し
た
。
私
は
「
あ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は

一
日
だ
け
な
の
だ
」
と
思
い
、
少
し
安
心
し
た

気
持
で
応
募
し
ま
し
た
。
大
連
研
修
に
行
く
に

あ
た
っ
て
最
も
不
安
だ
っ
た
の
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
７
月
４
日
の
第
一

回
研
修
会
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
三
日
に
延
ば

さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
、
少
し
動
揺
し
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
中
国
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す

る
な
ん
て
今
後
な
か
な
か
で
き
る
経
験
で
は
な

い
で
す
し
、
日
数
が
多
く
な
っ
た
ほ
う
が
学
べ

る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
結
果
、
三
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
私
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
私
は
、
三
日
間
も
一
緒
に
行
動
し
て
い

る
と
話
題
が
な
く
な
っ
て
会
話
が
途
切
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
気
ま
ず
く
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
ら

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

ん
な
も
の
は
杞
憂
で
し
た
。
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー

は
三
日
間
と
て
も
熱
心
に
私
に
話
し
か
け
て
く

れ
た
の
で
す
。
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
英
語
力
は

私
よ
り
若
干
劣
り
、
私
の
ほ
う
が
文
法
、
語
彙

力
は
上
で
し
た
が
、
む
し
ろ
私
の
ほ
う
が
聞
き

手
に
回
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
ぐ
ら
い
で

し
た
。
私
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
私
は
ア
メ
リ
カ
で
四
年
間
過

ご
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
は
不
安
が
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
三
年
前
に
帰
国
し
て

以
来
、
自
分
が
文
法
を
時
々
間
違
え
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
レ
ベ
ル
も
落
と
し
て
し
ま
っ
た
と
自
覚

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
の
英
語
力
に

自
信
が
持
て
な
い
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
間

違
う
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
積
極
的
に
英
語

を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
間
違
え
る
こ
と
を

全
く
恐
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
私
に
話
し
か
け
、
英

語
を
使
う
こ
と
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
の

英
語
力
を
更
に
上
の
レ
ベ
ル
に
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
英
語
を
積
極
的
に
使
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
間
違
い
を
恐
れ
使
う
こ
と
を
た
め

ら
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
上
達
し

な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
彼
女
を
通
じ
て
、

私
は
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
が
彼
女
と
の
交
流
で
得
た
こ
と

は
、
英
語
が
母
国
語
で
な
い
者
同
士
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
経
験
で
し
た
。
今
ま
で
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私
が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
は
、
四
年
間
住
ん
で
い
た
ア
メ

リ
カ
と
、
中
学
の
研
修
旅
行
で
二
週
間
滞
在
し

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
母
国

語
が
英
語
の
人
々
で
す
。
今
回
の
中
国
・
大
連

で
は
、
お
互
い
英
語
が
母
国
語
で
は
な
く
、
流

暢
と
は
い
え
な
い
者
同
士
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
の

で
す
。
会
話
を
し
て
い
る
と
、
相
手
が
伝
え
た

い
こ
と
を
完
全
に
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
分
か
ら
な
か
っ
た
と

こ
ろ
は
聞
き
な
お
し
、
時
に
は
想
像
力
も
働
か

せ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
他
愛
も
な
い
お
し
ゃ

べ
り
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
意
見
の
交
換
ま
で
、

様
々
な
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な
の
は
言
語
能

力
よ
り
も
、
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

積
極
的
に
取
ろ
う
と
す
る
意
欲
と
、
歩
み
寄
る

姿
勢
だ
と
学
び
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
と

め
て
こ
れ
か
ら
の
英
語
学
習
、
異
文
化
理
解
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
私
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

る
情
報
だ
け
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う

な
こ
と
を
自
分
の
目
で
見
て
、
そ
し
て
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

実
際
に
中
国
に
行
く
前
、
私
は
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
言
わ
れ
て
い
る
日
中
関
係
の
悪
さ
か
ら
あ

ま
り
歓
迎
し
て
も
ら
え
な
い
の
だ
ろ
う
な
と
想

像
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
が
百

八
十
度
ひ
っ
く
り
返
る
ほ
ど
中
国
の
人
々
は
と

て
も
親
切
で
し
た
。

こ
の
研
修
の
中
で
私
が
一
番
有
意
義
な
時
間

が
持
て
た
と
感
じ
た
の
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
た
く
さ
ん
の
話
を
し

た
こ
と
で
す
。
研
修
に
行
く
前
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
一
日
か
ら
三
日
に
な
っ
た
と
聞
い
て
と
て

も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
ど
う
せ
な
ら
ホ
テ
ル

が
よ
か
っ
た
と
さ
え
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
と
パ
ー
ト

ナ
ー
の
子
を
含
め
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
全
員

が
と
て
も
温
か
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
っ

し
ょ
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
、
一
緒
に
ご
飯

を
食
べ
て
、
映
画
を
見
て
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
緒
に
日
本
と
中
国
の
教
育
の
違
い
や
自
分
た

ち
の
家
族
の
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
た
く
さ
ん
の

話
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
三
日
な
ど
で
は
到

底
足
り
な
い
く
ら
い
話
し
た
い
こ
と
や
し
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
間

で
は
言
葉
の
壁
な
ど
大
し
た
問
題
で
は
な
い
、

そ
う
思
え
る
ほ
ど
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

言
葉
の
壁
が
問
題
で
は
な
い
と
言
い
つ
つ

も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
英
語
力
に
は
と
て
も
助
け

ら
れ
ま
し
た
。
私
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ら
言
い
換
え
て
く
れ
た
り
、
紙
に
書
い

た
り
し
て
く
れ
て
、
博
物
館
で
は
中
国
語
の
わ

か
ら
な
い
私
に
英
語
で
説
明
を
し
て
く
れ
て
。

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
い
う

積
極
的
な
姿
勢
、
そ
し
て
英
語
力
。
そ
の
二
つ

が
国
際
社
会
に
適
応
す
る
の
に
必
要
な
能
力
な

の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
の
経
験
は
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
す
べ
て
私
た
ち
の
将
来
に
つ
な
が
る

貴
重
な
体
験
で
す
。
そ
し
て
こ
の
交
流
会
で
出

会
え
た
人
々
全
員
が
わ
た
し
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
回
の
五
日
間
の
短
期
留
学
は
自
分
の
人
生

に
お
い
て
、
若
い
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
経
験
が

で
き
た
こ
と
は
本
当
に
、
本
当
に
幸
せ
な
こ
と

だ
っ
た
と
今
と
て
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
理

由
は
、
友
達
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
そ
ん
な
些
細
な
こ
と
が
行
く
き
っ
か
け

で
し
た
が
、
初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
の
で
始
め

は
不
安
の
方
が
だ
い
ぶ
勝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
初
日
、
飛
行
機
に
乗
り
、
着
い
た
先
で

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た

こ
と
で
少
し
気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
中
国
人
は
昔
か
ら
歴
史
問
題
や
領
土
問
題

で
日
本
人
に
対
す
る
批
判
が
強
い
の
だ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
す
ご
く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
、
日
本
人
を
嫌
っ
て
な
い
人
が
少
な
く
と
も

中
国
に
は
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
模
擬
授
業
と
日
中
の
学
生
達
で
交

流
会
を
し
ま
し
た
。
模
擬
授
業
で
は
英
語
と
書

道
の
授
業
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
中
国
語
と
英
語
の
語
順
が
似
て
い
た

り
、
発
音
が
し
や
す
い
よ
う
で
、
語
学
の
差
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

三
日
目
は
大
連
外
国
語
大
学
の
見
学
で
旅
順

ま
で
行
き
ま
し
た
。
二
百
三
高
地
に
行
き
ま
し

た
が
、
大
砲
や
実
際
の
戦
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
あ
ま
り
関
係
の
な
か
っ
た
中
国
を
戦

場
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
胸
に
す
ご
く
心
が

痛
み
ま
し
た
。
や
は
り
、
自
分
達
に
は
関
係
の

な
い
こ
と
と
し
て
置
い
て
お
く
の
で
は
な
く
、

過
去
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
責
任
と
い
う
も
の

を
私
達
若
い
世
代
が
心
に
刻
み
、
過
ち
が
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
再
び
強
く
感
じ
ま
し
た
。

四
日
目
は
、
三
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を

た
ち
、
上
海
へ
向
か
い
ま
し
た
。
雑
技
団
を
夜

に
観
た
の
で
す
が
、
ま
さ
に
圧
感
で
し
た
。
長

い
鍛
錬
を
重
ね
て
き
た
、
毎
日
の
努
力
の
賜
物

で
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
演
技
は
素
晴
ら
し

い
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
日
目
は
、
豫
園
や
博
物
館
に
行
き
ま
し
た

が
、
ど
れ
も
大
き
く
て
、
広
く
、
日
本
に
は
な

い
も
の
で
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
普
通
で
は
で
き
な
い
よ

う
な
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
た
と
い
う
こ
と
は
、

私
の
こ
れ
か
ら
に
と
っ
て
何
と
も
変
え
が
た
い

素
晴
ら
し
い
体
験
で
し
た
。
本
当
に
重
ね
重
ね

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
他

校
の
知
ら
な
い
友
人
と
も
巡
り
会
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
変
貴
重
な
こ
と
で
し
た
。
肌
で

感
じ
、
実
際
の
目
で
み
て
、
体
験
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
が
、
そ
こ

に
は
自
分
が
成
長
で
き
る
経
験
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
方
々
、
団

体
の
方
々
、
そ
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
　
本
　
茉
　
以

岡
山
大
安
寺
高
等
学
校
２
年

奥
　
原
　
　
　
唯

倉
敷
天
城
高
等
学
校
２
年
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こ
の
五
日
間
は
、
私
に
と
っ
て
す
ご
く
刺
激

的
で
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
私

の
ペ
ア
の
子
は
、
メ
ア
リ
ー
と
い
う
同
い
年
の

女
の
子
で
し
た
。
会
っ
て
す
ぐ
は
お
互
い
少
し

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
家
に
行
き
、
一
緒

に
果
物
を
食
べ
な
が
ら
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

あ
る
日
の
朝
は
、
ご
飯
を
食
べ
に
マ
ッ
ク

へ
。
メ
ニ
ュ
ー
が
日
本
と
は
全
然
違
い
、
な
か

で
も
、
ド
リ
ン
ク
に
豆
乳
が
あ
っ
た
の
が
驚
き

で
し
た
。
し
か
も
真
夏
に
も
関
わ
ら
ず
ホ
ッ

ト
。
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

温
か
い
豆
乳
を
飲
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
が
と
っ
て
も
美
味
し
い
。
冬
に
や

れ
ば
、
日
本
で
も
絶
対
流
行
る
は
ず
で
す
。

私
達
は
毎
晩
、
ど
ち
ら
か
の
部
屋
に
行
っ
て

は
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
こ

と
、
中
国
の
こ
と
、
お
互
い
の
学
校
生
活
に
つ

い
て
…
話
題
は
つ
き
ま
せ
ん
。
中
国
語
と
日
本

語
を
お
互
い
に
教
え
合
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
メ
ア
リ
ー
が
私
に
、「“
い
た
だ
き
ま

す
”
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？
」
と
尋
ね
て
き
ま

し
た
。
何
と
な
く
は
分
か
る
け
れ
ど
、
言
葉
で

説
明
す
る
の
は
難
し
く
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
た

い
と
い
う
思
い
が
湧
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ

も
含
め
て
、
お
互
い
に
母
国
語
で
な
い
英
語
で

会
話
を
す
る
の
は
、
新
鮮
で
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

今
回
は
今
ま
で
よ
り
も
多
く
、
四
泊
中
三
泊

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
全
然
時

間
が
足
り
ず
、
も
っ
と
話
を
し
た
い
、
こ
の
国

に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
大
丈
夫
。
メ
ア
リ
ー

と
は
連
絡
先
を
交
換
し
、
帰
国
後
も
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
回
中
国
で
過
ご
し
て
、
様
々
な
文

化
の
違
い
を
発
見
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
食
事

の
マ
ナ
ー
。
中
国
は
、
日
本
と
逆
で
、
出
さ
れ

た
食
事
は
残
す
方
が
良
い
そ
う
。
ど
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
行
っ
て
も
大
量
に
出
て
き
た
あ
の
料
理

達
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
納
得
し

ま
し
た
。
あ
ん
な
に
残
し
た
料
理
を
捨
て
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
気
も
し
ま
す
が
…
。

日
本
に
い
る
と
、
中
国
の
反
日
デ
モ
や
大
気

汚
染
、
食
品
問
題
な
ど
ば
か
り
が
報
道
さ
れ
、

正
直
中
国
に
対
し
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
持
ち
辛

い
で
す
。
私
も
今
回
中
国
を
訪
れ
る
ま
で
は
、

反
日
の
人
が
多
い
の
か
な
？
と
少
し
不
安
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
も
の
は
単
な
る

偏
見
で
し
た
。
皆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
と
て
も

親
切
に
し
て
く
れ
る
、
温
か
い
人
達
ば
か
り

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
イ
メ
ー
ジ
な
ん

か
じ
ゃ
な
く
、
実
際
に
自
分
で
行
っ
て
、
見

て
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
学
び

ま
し
た
。

た
っ
た
五
日
間
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
多
く

の
文
化
に
触
れ
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
発
見
を

し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
私
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
回
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
単
に
旅
行
に
来

た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
本
当
の
中
国
の
魅

力
を
知
れ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
旅

し
た
素
敵
な
メ
ン
バ
ー
と
の
出
会
い
も
、
私
に

と
っ
て
宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
広
い
視
野

を
持
ち
、
自
分
の
肌
で
感
じ
て
、
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
。
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
経
験

を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

私
は
、
以
前
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
興
味
が

あ
り
、
将
来
は
国
際
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。ST

U
D

EN
T

 EX
CH

A
N

GE in 

大
連
に
参
加
す
る
こ
と
は
将
来
の
た
め
に
な
る

と
考
え
、
応
募
を
し
た
。　

中
国
で
の
五
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

た
。
そ
の
間
に
、
研
修
だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き

た
こ
と
が
あ
り
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。

研
修
の
中
で
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と

は
、
大
連
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
だ
。
不
安
よ
り

も
期
待
の
ほ
う
が
大
き
く
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
対
面
す
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
私
の

ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
は
母
国
語
の
よ
う
に
流
暢
に

英
語
を
話
し
て
い
た
。
私
が
聞
き
取
れ
な
い
と

き
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
何
度
も
伝
え
よ
う
と
し

て
く
れ
た
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
い
て
、
と
て
も

嬉
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
私
も
英
語
で
も
っ

と
話
し
た
い
、
日
本
の
こ
と
を
英
語
で
伝
え
た

い
と
思
っ
た
。

三
日
目
の
夜
に
中
国
の
コ
メ
デ
ィ
番
組
を
ホ

ス
ト
シ
ス
タ
ー
と
一
緒
に
観
た
。
当
た
り
前
だ

が
、
テ
レ
ビ
の
中
は
中
国
語
で
会
話
を
し
て
い

る
。
私
は
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
に
英
語
に
訳
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
番
組
を
楽
し
ん
だ
。
番
組
の

途
中
か
ら
は
訳
し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
、
内
容

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち
は
同
じ
と
こ

ろ
で
笑
っ
て
い
た
。
そ
の
時
に
気
付
い
た
こ
と

は
、
日
本
人
も
中
国
人
も
感
じ
方
は
同
様
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
同
じ
と
こ
ろ
で
笑
い
、

同
じ
よ
う
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
。
国
、
言

葉
が
違
っ
て
も
、
表
情
ひ
と
つ
で
通
じ
合
え
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
と
は
こ

れ
か
ら
も
連
絡
を
取
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。大

連
の
後
に
訪
れ
た
上
海
で
は
、
多
く
の
高

層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
中
国
の
急
速
な
経
済
発

展
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
大
連
と
違
い
、
上
海
に
は
多
く
の
外
国
の

方
が
観
光
に
来
て
い
た
。
中
国
の
会
社
だ
け
で

な
く
、
世
界
中
の
様
々
な
国
の
会
社
が
あ
り
、

中
国
が
世
界
の
中
で
も
注
目
を
集
め
、
大
き
な

影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

私
が
見
た
の
は
大
き
な
中
国
の
ほ
ん
の
一
部

で
し
か
な
い
。
す
べ
て
を
知
る
こ
と
は
不
可
能

だ
っ
た
が
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
国

際
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
た
だ

単
に
言
語
を
勉
強
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

国
の
文
化
、
生
活
な
ど
、
も
っ
と
深
く
理
解
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
他
国
を

深
く
理
解
す
る
に
は
、
先
入
観
を
捨
て
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、
国
際
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
だ

と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
と
て
も
有
意
義
な

５
日
間
と
な
っ
た
。
私
は
中
国
が
も
っ
と
魅
力

的
に
見
え
、
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
、
そ
し
て

も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
。

岩
　
崎
　
愛
　
由

岡
山
大
安
寺
高
等
学
校
２
年

野
　
田
　
采
　
加

岡
山
城
東
高
等
学
校
３
年



学校法人 加計学園

ひとりひとりの能力を最大限に引き出し、伸ばすとともに、自ら学び自ら考える人間を育てる。
○スーパー選抜クラス：難関国公立大学への進学をめざします。
○選 抜クラス：国立大学・私立大学への進学を目指します。

岡山理科大学附属中学校（中高一貫コース）

〒700-0005 岡山市北区理大町１－１
岡山理科大学附属中学・高等学校 中高入試広報課
TEL（086）256-8527　 FAX（086）256-8526

岡山商科大学孔子学院

簡単な日常会話から本格ビジネス中国語まで
対応します。内容は相談に応じて調整いたします。

岡山県内の小学校、中学校、高校及び公民館を
対象とした出前中国文化講座を開講いたします。

お問い合わせ／お申し込み 岡山商科大学孔子学院 〒700-8601　岡 山 市 北 区 津 島 京 町２丁 目１０－１
 TEL 086-252-0642（内線521）　FAX 086-255-6947　http://www.osu.ac.jp/koushi/

2016年度前期 ８レベル展開 計18回
（2016年4月6日～8月29日）
※途中からの受講可能

新HSK試験５級をめざす
月・水・金曜日　計90回

毎週土曜日（11：00～12：00）
全15回

子供向けコース

出張中国文化講座（開講料無料）

特訓コース中国語講座

出張中国語講座

Yayoi Kusama “Pumpkin” Photo : Shigeo Anzai〒700-0807 岡山県岡山市北区南方3-7-17 〒163-0416 新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビルディング16F

http://www.benesse-hd.co.jp/
岡山本社 東京本部

「　　　　　  　」
を考える。
よく生きる
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〒703-8282岡山市中区平井6-6-11 http://www.woc.ac.jp　E-mail woc@woc.ac.jp

メガ
ネの

スペ
シャリス

トを育成する専門学校です

今年も全員就職が内定しました！
眼鏡医療技術専門学校

天職が見つかる「学校説明会」

3 月26日（土）
4 月30日（土）
13：30～16：30

高校生も社会人の方も、是非私たちの学校を見に来て下さい
ご予約は 0120（88）8233へ

本校独自の特待生制度　奨学金制度があります
高校卒業生コース（3年制）
短大大卒コース　（2年制）資料は無料配布　随時見学できます

ワールドオプティカルカレッジ

株式会社アジア・コミュニケーションズ

岡山市北区錦町5-15　南田辺ビル4F（〒700-0902）
TEL（086）231-0334 FAX（086）222-7732
http://www.asicom.co.jp　Eメール info@asicom.co.jp　

おかげさまで27周年！

○お気軽にお問合せ下さい

アジア・コミュニケーションズはあなたのツアーデスク！

観光庁長官登録旅行業第1816号　　ＪAＴA正会員　IATA公認

○中国東方航空で上海へ ! 上海経由で中国・世界各地へ!

○大韓航空で韓国ソウルへ !　仁川空港経由で中国各地へ !

○お得なパッケージツアー（上海・台北・大連・青島など）
○特徴あるこだわりのツアー
　中国、ミャンマー、ラオス、ベトナムなど
　皆様のご要望に沿った旅行企画をいたします。
　安心の添乗員同行ツアーです
○日中教育交流のサポート
　企画から旅行実施、添乗までサポートします。

中国語を話そう！中国語を話そう！

＜費　　用＞ 入学金…3,150円（消費税込）
　　　　　　 　　　　☆継続者は免除☆
　　　　　　 受講料…31,500円（消費税込）／全24回
　　　　　　 教材費…実費（2,000円～3,000円程度）

＜申込方法＞ 申込書と、受講費用を事務局へご持参またはご送付下さい。
　　　　　　 費用は前納にて一括納入を原則とします。

入門、初級、中級、上級、レベルに合わせて学びます。
見学歓迎！ご一報ください。

《問合せ先》
岡山中国語センター（岡山市日中友好協会内）
〒700-0902　岡山市北区錦町5-15　南田辺ビル2階　TEL（086）225-5068
E-mail oknittyu@yahoo.co.jp　http://www.oka-rizhongyouxie.jp/

グループレッスン、個人レッスンの
ご相談にも応じます。
どうぞお気軽に
お問い合わせください。
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平成27年度岡山県日中教育交流協議会役員
役　　職 氏　　　名 所　　　　　　　　属 役　　職 氏　　　名 所　　　　　　　　属

参　　　与 中　島　　　博 岡山県経済団体連絡協議会
座長 理　　　事 中　村　明　雄 岡山県教育庁義務教育課

課長

岡　崎　　　彬 岡山県商工会議所連合会
会長 竹　田　義　宣 岡山県教育庁高校教育課

課長

加　計　孝太郎 学校法人加計学園
理事長 徳　山　順　子 岡山県町村教育長会

代表
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